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研究成果の概要（和文）： 
日本語 e-ラーニングシステム JPLANG のログは研究申請時点での 530 万件が年度末には

1830 万件を超え，，登録ユーザは 2 万人と倍増した。 
大規模なログデータの統計解析によって，ユーザの学習障害の特定を可能とすることができ，

ライニングマイニングの解析手法を確立することができた。 
また，CEFR で要求される 5 技能教育を e-Learning 環境で完全に実現する Web 会話ラボ並

びに関連する教授法の研究開発を行った。教材開発のために高校教科書を中心に 7000 万語の
日本語コーパスを構築した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 When we proposed the project, at that time, the number of logs of the Japanese 
e-Learning system JPLANG was 5.3 million and now it exceeded 18.3 million and its 
registered user exceeded 20,000. 
We have developed a learning mining system based on large scale log data statistical 

processing algorithms. 
We also developed Web conversational laboratory for completing web based five skill 

training required for CEFR. For the future teaching materials development, we have 
further developed 70 million words of Japanese textbook corpus.  
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2010 年度  10,000,000 3,000,000 13,000,000  

2011 年度  15,100,000 4,530,000 19,630,000  

2012 年度  8,600,000 2,580,000 11,180,000  

総 計 33,700,000 10,110,000 43,810,000  

 

 
研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：科学教育・教育工学・教育工学 
キーワード：e-ラーニング，日本語教育，CALL，LMS 
 
１．研究開始当初の背景 
研究の学術的背景 

 ICT 技術の進化によって，情報爆発が起こ
っている(UCB，How Much Information? 
2003 ，

http://www2.sims.berkeley.edu/research/pr
ojects/how-much-info-2003/)。時代は，メガ
からギガを超え，既にペタ，エクサバイトの
時代に移行しようとしている。産業界では，
Cloud Computing 環境を構築するとともに，
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この新たな Computing 環境を利用し，新た
に得られた情報を活用したデータマイニン
グやテキストマイニングが広く普及し，
Amazon や楽天，Google など，こうした状況
を積極的に利用し，ビジネスの革新が起こっ
ている。しかし，教育研究分野では，こうし
た状況は具現してはいず，また，対応する試
みもほとんどないのが現状である。 
 1980 年代までのメインフレームの時代は，
ほとんどの情報が“紙”に記録されていた。
その頃は，“紙”の情報の一部である金額だ
けがコンピュータに入力され処理されてい
た。しかし，現在では，町のレストランでも
POS 端末から注文が入力され，その情報の一
部だけが POS 端末から印字され，紙に記録
さ，残りの情報は，データマイニングによっ
て企業のビジネスに活かされる時代となっ
た。しかし，教育分野では，こうした状況に
は全くない。それは，e-Learning がコンピュ
ータ化の教員側へのメリットが大きい評価
の面が中心であり，学習及び教授のための
e-Learning への試みが十分ではないことに
よる。 
一方，言語教育では，ヨーロッパ標準の“ヨ

ーロッパ共通言語教育参照枠 (Common 
European Framework of Reference for 
Language Learning, Teaching, and 
Assessment, CEFR ， Council of Europe 
2001)”をもとに，聞き，話し，読み，書く
という 4技能を独話と会話の二つに分け，“話
す”ことを強化したコミュニカティブアプロ
ーチに重点を移した。しかし，特殊機器とし
ての LL が姿を消し，PC がとって変わった
が，企業の撤退によって LL の代替は実現さ
れてはいるものの，新技術を用いて，Spoken 
Interaction を含む 5 技能への対応はなされ
ていず，ICT の進化から語学教育が取り残さ
れておるのが現状である。 

着想に至った経緯 
これまでこうした問題に，研究代表者を中

心に継続的な研究開発を行ってきた。21 世紀
COE「言語運用を基盤とする言語情報学拠
点」（H14～H18）では，17 言語の発音・会
話教材の開発を行い，基盤（A）「協調的ユビ
キタス多言語運用 e-learning 環境の研究」
（H14～H16）（研究代表者：芝野）では，最
も学内開発の教材が充実していた日本語に
教材開発を限定し，教材開発を行うとともに，
上記の問題を解決するため，独自の LMS
（Learning Management System）JPLANG
システムの開発を行った。 

JPLANG システムは，現代 GP「ｅ－日本
語―インターネットで拡げる日本語の世界
―」（H17～H19）（取組担当者：芝野）に引
き継ぎ，日本語教育 e-Learning に的を絞っ
た 形 で の 研 究 開 発 を 行 っ た 。
（http://jplang.tufs.ac.jp/参照） 

基盤研究(A)，「ＡＪＡＸを用いた直接操
作・多言語・語学教育ｅ－Ｌｅａｒｎｉｎｇ 
ＯＳＳの開発」(H18～H21)(研究代表者：芝
野)では，ソフトウェア基盤を Ajax，Ruby on 
Rails及びFlash Media Server (FMS)に更新
し，LL 機能を含む e-Learning システムへと
大幅な改良を行った。また，FMS を利用し
たWeb会議システムを JPLANG環境に取り
込むためのシステム，すなわち，Web 会話ラ
ボの開発を行った。 
教育 GP「グローバル戦略としての日本語 e

ラーニング」(H20～H22)(事業担当者：芝野)
では，現代 GP の基盤に立って，海外への普
及を推進するとともに，ブレンデッドラーニ
ングと直接法による日本語教授法を「直接法
で日本語を教える」(東京外国語大学出版会，
2009 年 5 月，491 ページ)として，まとめ，
出版した。 

2006 年 4 月の現行システム基盤への移行
以降現在までで，JPLANG システムは，79
か国 374都市の 81,325の IPアドレスから数
万人以上が利用し，任意登録ユーザ数も
8,000に達しようとしている。ログ件数は530
万件を超え，ログは，1 日約 1 万件増加して
おり，ユーザ登録は毎月約200名増えている。
また，このログの中には，2006 年からの 4
年間にわたる約250名の正規生への教育も含
まれている。2009 年度正規生の第 1 学期の
利用は，約 300 時間の日本語授業時間に対し
て，学習者一人平均約 65 時間 JPLANG を利
用するようになり，成績優秀者は，JPLANG
を多く利用していることが分かった。 

これらの大規模なデータの蓄積と Ajax に
よる詳細なログの取得によって，ビジネス分
野で Google や Amazon，楽天などが活用し
ているデータマイニングやテキストマイニ
ングを活用するための基盤研究を開始する
ことが可能となった。ラーニングにおけるデ
ータ・テキストマイニングに関する研究，す
なわち，ラーニングマイニングの研究が可能
となった。 

また，前述のように，Web 会話ラボを開発
し，これによって，CEFR で要求される 5 技
能全部を JPLANGの e-Learning環境で実施
可能となった。しかし，まだシステム基盤は，
開発されたものの，従来の一般教室や LL と
は異なり，距離的な制約や時間的制約なしで
の会話トレーニングが可能であり，国際共同
教室も可能となった。具体的には，日本の中
国語学習者と中国の日本語学習者とを組み
合わせ日中共同での中国語・日本語の学習な
どが考えられる。また，Web 会話ラボ機能を
用いた全く新しい教材開発も可能である。 
 
２．研究の目的 
 これまでに開発した Ajax を利用した 530
万件以上の大量の情報(ログ)をいかに教育に



 

 

活かすのかをラーニングマイニングとして，
理論，技術及び教育の側面から体系化を行う
とともに，“ヨーロッパ共通言語教育参照枠
(Common European Framework of 
Reference for Language Learning, 
Teaching, and Assessment, CEFR)”で要求
さ れ る Listening ， Reading ， Spoken 
Production，Spoken Interaction，Writing
の 5 技能教育を e-Learning 環境で完全に実
現する Web 会話ラボ並びに関連する教授法
及び新世代の教員養成方法の開発を行う。 
 また，既開発の日本語 e-Learning 環境で
ある JPLANG に Web 会話ラボ教材の追加，
LMS 拡張，海外普及及び海外サポートを強
化する。 
 
３．研究の方法 
研究組織は，代表者の芝野が全体を統括し，

システム・評価班，日本語教材班，及び日本
語教授法班の三つで構成する。各研究班の主
な役割は，次の通り。 
 システム・評価班では，ラーニングマイニ
ングの手法確立のため，530 万件のログを解
析し，学習効果の評価及び統計解析を行うと
ともに，最近急速に統計手法等の環境が整っ
てきた R を前提に JPLANG システムへの統
合を行う。 
 日本語教材班では，既存教材の拡充及び
Web 会話ラボ教材の開発を行うとともに，日
中間でのパイロット授業を実施し，その成果
を教材開発に反映させる。 
 日本語教授法班では，「直接法で日本語を
教える」で開発した初級日本語指導書に加え，
中級及び上級日本語の指導書の開発を行う。 
 また，海外への普及活動を継続するととも
に，海外へのサポート体制を拡充する。 
 これまでの研究開発では，合計数十人の大
学院生の協力を得て開発を行ってきたが，今
後も大学院言語応用専攻日本語教育学専修
コースを中心に大学院前期及び後期課程の
学生の参加を積極的に促すとともに，中国，
タイ，イタリアなどの海外の協力大学との共
同も強化する。 
 
４．研究成果 

(1)これまでに開発した Ajax を利用した
530 万件以上の大量の情報(ログ)をいかに教
育に活かすのかをラーニングマイニングと
して，理論，技術及び教育の側面から体系化
を行うとともに，“ヨーロッパ共通言語教育
参照枠(Common European Framework of 
Reference for Language Learning, 
Teaching, and Assessment, CEFR)”で要求
さ れ る Listening ， Reading ， Spoken 
Production，Spoken Interaction，Writing
の 5 技能教育を e-Learning 環境で完全に実
現する Web 会話ラボ並びに関連する教授法

及び新世代の教員養成方法の開発を行った。
また，既開発の日本語 e-Learning 環境であ
る JPLANG に Web 会話ラボ教材の追加，
LMS 拡張，海外普及及び海外サポートを強
化した。 
【システム・評価班】 システム・評価班は，
JPLANG システムの保守及び拡張を行う。 
ラーニングマイニング関連では，MySQL の
データベースに格納されている530万件のロ
グデータを R で利用可能な形に変換した。 
また，日本語教材班と共同でドリルの練習問
題を現在の固定型ではなくルールベースに
変更し，毎回別の問題で学習者が練習を行え
るように拡張するためのルール抽出を行っ
た。Web 会話ラボについては，実際の利用に
合わせて，システムの拡張及び改良を行った。 
【日本語教材班】  日本語教材班は，まず
Web 会話ラボのパイロット教材の開発を行
った。初級日本語，中級日本語，上級日本語
の改版のためシステム・評価班と共同でデー
タの整理を行った。海外共同授業のパイロッ
ト授業の実施の環境整備を行った。 
【日本語教授法班】  中級日本語の指導書
テスト版を作成した。Web 会話ラボを用いて
のパイロット授業を実施した。   

(2)これまでに開発した Ajax を利用した
530 万件以上の大量の情報(ログ)をいかに教
育に活かすのかをラーニングマイニングと
して，理論，技術及び教育の側面から体系化
を行うとともに，“ヨーロッパ共通言語教育
参照枠(Common European Framework of 
Reference for Language Learning, 
Teaching, and Assessment, CEFR)”で要求
さ れ る Listening ， Reading ， Spoken 
Production，Spoken Interaction，Writing
の 5 技能教育を e-Learning 環境で完全に実
現する Web 会話ラボ並びに関連する教授法
及び新世代の教員養成方法の開発を行う。ま
た，既開発の日本語 e-Learning 環境である
JPLANG に Web 会話ラボ教材の追加，LMS
拡張，海外普及及び海外サポートを強化する。 
【システム・評価班】 申請時点の 530 万件
のログはその後の 1000 万件増え，1500 万件
を超えた。このログの分析を行うとともに，
ルールベースのダイナミックなドリルの生
成についての検討を行った。また，教材内容
をダイナミックに変更することを可能にし，
上級教材を拡充する基盤として，日本の高校
教科書指導書データを収集し，大規模な教科
書コーパスの構築を行なっている。 
【日本語教材班】  日本語教材班は，まず
Web 会話ラボの教材の開発を行った。 
【日本語教授法班】  教材班，評価班と共
同で海外での講習会の実施に関する検討を
行った。特に，3 月にはセルビアのベオグラ
ード大学を訪問し，セルビアで近隣のヨーロ
ッパ及び中東地域の日本語教育関係者を集



 

 

めた講習会の実施について，ベオグラード大
学と共同開催の可能性の検討を行った。 
(3) 研究申請時点で 530 万件であったログは
研究終了時点では 1830 万件を超え，1300 万
件増加した。また，登録ユーザは 2 万人と倍
増した。 
これらの利用実績及びラーニングデータの
蓄積を元に，大規模なログデータの統計解析
によって，ユーザの学習障害の特定を可能と
することができ，ライニングマイニングの解
析手法を確立することができた。今後の課題
は，ラーニングマイニングの結果を学習者に
フィードバックするために，学習者が必要と
する追加教材を提供する手法を確立するこ
とである。幸いなことに，言語学習では，実
際の言語使用データを教材とすることがで
きる。国際標準である“ヨーロッパ共通言語
教育参照枠(Common European Framework 
of Reference for Language Learning, 
Teaching, and Assessment, CEFR)”では，
場面と言語機能をもとに必要とする各言語
での表現を教授することによって言語教育
を行うことを求め，結果として，学習者ので
きる能力(Can Do)を涵養すること求めてい
る。すなわち，適切にコーパスを構築し，こ
のコーパスから上記の CEFR で要求される
シラバスに沿った言語使用データを学習者
に提示出来れば，効果的な学習が可能となる。
このため，今後は，各学習者に対応したテー
ラーメードエデュケーションの研究を行う
必要がある。 
また，CEFR で要求される Listening，
Reading ， Spoken Production ， Spoken 
Interaction ， Writing の 5 技能教育を
e-Learning 環境で完全に実現する Web 会話
ラボ並びに関連する教授法及び新世代の教
員養成方法の開発を行った。 
 既開発の日本語 e-Learning 環境である
JPLANG に Web 会話ラボ教材の追加，LMS
拡張，海外普及及び海外サポートを強化した。 
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